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 要  旨 
 近年，多数のスピーカを用いた多チャネルオーディオシステムが広く普及している．ステレオ
再生と比較した多チャネル再生の特徴として，複数の方向から同時に音が鳴る事で空間的な印象
を強く感じ，まるでその場に居るような臨場感，爽快感を体感できる事があげられる． 
 しかし，主流の音楽音源はＣＤに代表される１，２チャネルの音源であり，多チャネル用の音
源は入手する事自体が困難である．また，従来研究は音場再現や音源定位の研究が中心で，１音
源を多チャネルに拡張する研究は少ない． 
 本研究の目的は，１音源を複数のスピーカを利用して再生することで閉塞感を除去した臨場感
あふれる再生法を構築する事である．１音源を１スピーカで再生すると定位感が固定され，音圧
をあげても閉塞感のある音場となりやすい．また，単純に同一信号を複数のスピーカで同時に再
生すると，１チャネル再生では発生しなかった音の干渉が発生する．そこで，本研究では音源に
帯域分割を行いチャネル数を拡張して再生する，帯域分割法による多チャネル再生法を提案する． 
 音の干渉の問題は，多チャネル再生法を行えば解決する事は出来る．しかし，簡易的なＦＩＲ
時不変フィルタによる帯域分割法では楽器音や音声の周波数がフィルタの遮断周波数に近いとき
に２帯域を往復するという問題が発生した．これは音源定位感の激しい変動に繋がり受聴者には
不快に繋がる．また，一般的に音楽信号は低周波領域に多くのエネルギーを有するため，均等な
帯域分割は帯域間に大きなエネルギー差をもたらす．これらの問題を解決するために時変フィル
タによる帯域分割法を提案する． 
 第一に，エネルギー均等化帯域分割法を提案した．この手法では各分割帯域のエネルギーが均
一に近づくようにフィルタの遮断周波数が変動する．しかし，エネルギーのピークで帯域分割さ
れることで本来１つであるべき信号が２帯域に分割される問題が発生した．また，広い帯域幅の
高周波領域を１帯域に振り分けてしまう問題が発生した． 
 第二に，極大点と位相特異点を用いた帯域分割法を提案した．この手法ではエネルギーの大き
い箇所を極大点，小さい箇所を位相特異点を用いて帯域変動させる．これより，ピークを帯域分
割線が横断しにくく，エネルギーの小さい箇所で分割するような帯域分割が出来た．従って，１
信号を複数帯域に分割する可能性を低減でき，音源に適した帯域変動を行う事が出来た．これよ
り，音源に適応した多チャネル再生法を構築する事が出来た． 
 
